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学際コミュニケーションの 試みとネットワーク 分析による活動評価 

0 高木里美，浅野浩史，大仁田耕一 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

れ項 ' る " 

「ザイエンスカフ エ 」 @% 洋学者をカフェ 代会 易田 召 き、 奏功 

でもサイエンス 申付 らによると、 サイエンスカフ エ あ る 援 フ エ 。 シア 

ンティフィーク」 @ ま 王 ョ -- ロ ッソ そで 汝白 まったとされ 

ギリスのリーズでダラスらによって 黄白 

ぎ茂て 明ら 力 % こす を 中浅 

る 。 最後にこと， らぴ瞬 恵果をもと @ こ ㍻拝ま 蛙なぢ可冑鯛 

@% 代議 鮭る 。 

  Ⅰ学窮コミュニケーショ 

; 台頭し 共通性 ど薪援巴こよ っで 繍 女丁で " 、 る 」が態をタラスターと 定義 

轄坤 漢音、 サ -- ビス 提 綾音。 
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力輸セ 考えた 

サイヱ ンスカフエ ; 弓     

ミュニケーション 

より三度でこわたって け イェンス 

カ フ ヱ石川口を実施してきた。 「サイエンスカフエ 石刀りの基本 

コミュニ タニ ション こ軋庶 を甘 費 ， 荻氏 

科学 翅桟 め丘 ひ儀り 方や 岡繭 なトピック @ こ 関して ヌせ青 駒場 

にフィーけ くック することで、 

すことであ る。 鰹腫 ) 

( 図 1) サイェンスカ フ ヱ布 l における 

  

サ イェンスカフエ 石刀 l 似 五め通りであ る。 

場所モ リ l@ 雌 / くテ イオ 

- グリーンマツフ 穏、 ら -J 

@Z@-@@@-7@5)  11 

日時 銭目 

場所 布 l% 立議ヰ縞宰 学校 

参加 

I@W@@@@@)  l  [ 

日時 2 3 日 

立射Ⅱ   穏 ' 
材こフ ンキャンパス 村 

  蕊爺葦 っている力、 ? 

一 % 肪捧斗弓礼惑 

な演音栓田地底納戸 だ銘 
豹渚 

「サイエンスカ フ五 ㍍ l 口 ケ 、 ジューゾ 目こ弓、 て、 

" 。 " 。 拷挙 ずて 説 月月する。 薬ヨ 可 「サイエンスカフェ 石 )ll 

@% 稔 ' 。 "" 。 " 。 。 会場にまあ 
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托生知 万 』ブルを押切 簗 椅子が並べられ 参力渚ま 

飲み物をもって 自由江着席し。 勧鮫 する。 イベント 号繊仔蜘口 ま 

ま 新刊、 そ迫 % 篆こズルご抽 遺さ 

れたファシ リテしタ一 を中 洩 = ディスカッション 哲 すっと 言 

撮衡こテ 』 ズル を回り、 質 @ こ回答する形で デ ・イスカッショ 

ソ曲 @ めた。 また、 奏功 纏ピや博繭足度に Ⅰ 戊 

ため、 イ 。 ベント終了後 @ 口 ま アン ウ 、 一 。 ト を案 缶 している。 

d@W-@@@-7@)（〕irja ， 

め 。 翰斜こ参 ヵロする テ 』 ガ り請の劫 吋孔 

@  @Qoff-@@@'7@)  i  (} 

以 - 和コ通りであ る。 
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れに幸魂。 た ，参加のきっかけは 事前 瑠帝 むたポスター や 、 友人。 

矢 ひいもの言動、 力 ' 最も多く、 奏功 は カフェへの 興鰯 きやテーマ 

への 興靭 きが主であ っ ね 

なお " テーブルに つ い こ参 刀山 た 奏カコ調このみ。 内容 

牡 コミュニケ こ ションに対する 満混度の アンケートも 行っ ね 

アンケート結果 $ ま 以下の ミ穣 

      

イヘン t 時間 

畏 い 

六審理 韓 

  

    l00 舶 

有究 回答 工禰牛 

表 4 コミュニケーションに 関する満足度 

Ⅱ 帝 . よ ] て埋写膵こそ 掛 たせたか 

      

  
イベント内容に 関しては。 テーブルを 

竿できたと 巨搭 している " しかしゲストや 値参加者と 

の交充こ 関しては、 や " モ， 足りない、 下村づきと回答する 参力酵勃 j 多 

；め れ 

こうしたせイエンスカフ エ の軍営 む 通して。 筆者引コ よ おもに 

; っ犬玉 それ ョ 運営の目的を、 参力 万片 十 

中巳 ガ刃 ベントとする ク助 ㌔もしく @ 幽魂 こ コミュ 

ニ ケーションの 場を提供すること @ こ 置くの 力 、 とⅤ わ廣 鋳金 と 、 サ 

イエンスカフエ 辮艶ヮは文果 をどのように 言離面するかといっまま 現 

いであ る。 筆商 まこれらを 角薇 きするため、 成功事例と居如幻 るサ 

イェンスカフエ 三々 穏こ ヒアリンク 常苛 奪を行った 

3.2 回 劃 けで 学 ナイエンスカフェ 

一 451 一 



蜜月より月にⅠ 捜 、 仙台メディア テ ） - ク にお 

いてサイエンスカフェ む 開催している " 

菜月快手 で 汚ま 福西 らを 中湘 毛束 コヒだ莞 スタッフ、 地元ク し ブ 

)VTV@               どを 申 ， 汎こ 東北大学 ホイヱン 

スカフェワーキンバダル レ，フ 。 を 古女 力 東ョ ヒ 学 % ナイ ヱ ンスカフェ 

"""""" 。 。 い " 。 

ま スモールワール 榊ヒ することであ る。 

講繍こ 招き、 就 風の公演と意 

域 住民との @ びづきが不可欠との 意見が 

業として打ち 出さね ノ たこと 

インタビュ一による 汝 サイエンスカフェ は斗ヰ纏掃葵 ぎの 自鞄ま 。 

事 @ 叱 乙で 士睡沸こ園元 すおため。 

理解を得ることであ る " また " 今 。 演 ま 

位でこうした 活動が 弓き み @ わが 簗 。 い 

学などを朽ちでまし け 、 とのことであ っ ァニ 

5 パカフェ " シアンティ ァ メーク東京 

カフ エ 。 シアンティフィーク 束原は " ガ ン つて t 覇 @ 受遜 % 台 湖多 に 

萌 ま 支術と   

める一方、 とし ㌧たあ らかじ 

られた目的翻字 っ杉 「うので浮説まく、 科学 こ ， 劫 、 て純 榊 二 % ほ甘り 

託ヲ曳 T る 場を焙 枇ゴる 必要性を肩命じている。 

。 議禽   
述 したとおりま う ; 、 せイェ 

あ った 

今帝麹田睡碗田 3 ける サイエンスカフェ 

ットワークを 明らかに，するとともに、 サイエンスカフ エぬへ弗易 がど 

のような 役蓋 を担っているかに 焦点を当て、 言 % 面 手 担ぎ ゥ 確立を目 

チ笥ノ trv@a/@@@tSo 
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ヱ 。 ウ ダンティフィー ク （の 取 ㈱を 元 @ こ イギリスにおける カプ 儀鹸穏絃 

ヱ 。 シアンティフィー ク を日本て再現 する 形で開催している。 " 鋒 "" ""     ""     。 " 
インタビュー づこ よると、 カフ ヱ 。 うつ アンティフィー ク に 鯨 お @ ら 

ま イギリスのようなカフェ " も ウ アンティ ブ イ ータが綬 付く 力 " ロ謂竃信 @' の すけ 。 め 」 筑 @ 祈誓 

ど 九 % 験し、 最終糊口ま日 穏こ % 学について 言訪 令すると L 。 ぅ文 

  叱臼驚寸か迂 ることであ る。   ンタ一内 普険紳 「サイエンスカフェ 石川 

る申 制可まさまざま え競弗鮒ラ ザイエンスカフェを 認 全面。 運営マニュア / Ⅱ 
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